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ABSTRAK 

Nova Saputra. 2017. Prinsip Kesantunan dalam Tindak Tutur Komisif pada 

Naskah Teater Enjuku yang Berjudul Back to the Sengoku Karya Sugako Kaikiri. 

Skripsi. Jakarta: Jurusan Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. 

Universitas Negeri Jakarta. 

Komunikasi adalah kegiatan yang merupakan bagian terpenting dalam 

serangkaian kegiatan dan usaha manusia untuk bertahan hidup di dunia. Manusia 

sebagai mahluk sosial, berkomunikasi untuk menyampaikan maksud dan 

berinteraksi sesama manusia. Dalam tuturannya banyak sekali jenis-jenis yang 

memiliki maksud dalam tindak tutur. Salah satunya adalah tindak tutur komisif 

dimana dalam tuturannya terdapat maksud dari penutur untuk melakukan suatu 

hal. Dalam bertindak tutur terdapat kaidah yang mengatur tindakan, penggunaan 

bahasa, dan interpretasinya itu semua masuk dalam prinsip kesantunan. Penelitian 

ini membahas tentang fungsi tindak tutur komisif dan prinsip kesantunan yang 

terdapat dalam naskah Back to the Sengoku. Tujuan dari penelitian ini adalah 

untuk mengetahui fungsi tindak tutur komisif, prinsip kesantunan, dan faktor 

penentu tingkat kesantunan dalam bahasa Jepang yang terdapat pada naskah Back 

to the Sengoku. Teori tindak tutur dalam penelitian ini menggunakan teori Searle. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah metode catat. Sementara 

untuk analisis menggunakan metode penelitian deskriptif dengan pendekatan 

kualitatif. Data yang terkumpul dianalisis dan diklasifikasikan berdasarkan 8 

fungsi tindak tutur komisif, yaitu offer (mengusulkan), offer (menawarkan), 

promise (berjanji), swear (bersumpah), volunterr (menawarkan diri), intend 

(berniat), betting (bertaruh), contracting (berkontrak). Data yang ditemukan 

sebanyak 15 tuturan komisif, yaitu offer (mengusulkan) 2 data, offer 

(menawarkan) 4 data, promise (berjanji) 1 data, swear (bersumpah) 2 data, 

volunterr (menawarkan diri) 2 data, intend (berniat) 4 data.  

 

Kata kunci: Tindak tutur komisif, Kesantunan, Naskah 
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劇団 EN 塾の Back To The 戦国の脚本「作者：甲斐切清子」における行為拘束型の

中に対人関係重視の原則 

ジャカルタ国立大学 

ノヴァ・サプトラ 

2915126487 

Nova.2915126487@gmail.com 

 

概要 

A.  はじめに 

 自然言語は、客観的な情報のやりとりのために使われるだけでなく、

喜怒哀楽を表現したり、お互いの存在をたしかめあったり、相手に行動

をうながしたり、自分や相手の立場を規制したり、円滑な人間関係を維

持したりするというように、さまざまな目的のために使われている。 

 このような自然言語の特徴を理解していくためには、一つの記号体系

としての文法の形式と意味の側面を考察していくだけでなく、話し手と

聞き手の対人関係、話題や伝達の目標などを考慮してなされる実際の発

話の伝達上の効果などの側面に関する体系的な考察を行っていく必要が

ある。 

 発話行為としてとらえられる言語事象は多様である。Austin (1992 : 91-

92;101-107)は、発話行為の基本的な側面を三つに分かれている。それは、

発話行為、発話内行為、発話媒介行為である。さらに、Searle によると発

話内行為は五つに分かれている。それは、陳述表示型、行為指導型、態

度表明型、行為拘束型、宣告命名型である。 

 自然言語のメカニズムを理解していくために、せまい意味での文法的

な知識だけでなく、話し手、聞き手の心理的な態度や、社会的な対人関

係を考慮した、語用論の体系的な研究が必要になる。それで、日本社会

は自然に使っている言語、特に日本語の行為拘束型の中に対人関係重視

の原則の使用を研究ため、劇団 EN 塾の脚本を研究データとして使用こと
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にした。この研究に分析するのは Back To The 戦国というスペシャル劇団

EN 塾の脚本で現れた行為拘束型である。 

上記の背景によって研究者が次のように問題を設定する。 

１． 劇団 EN 塾の Back To The 戦国の脚本「作者：甲斐切清子」にある行

為拘束型の機能はどうであるか。 

２． 劇団 EN 塾の Back To The 戦国の脚本「作者：甲斐切清子」にある行

為拘束型の中に対人関係重視の原則はどうであるか。 

３． 劇団 EN 塾の Back To The 戦国の脚本「作者：甲斐切清子」にある日

本語の丁寧さの因子はどうであるか。 

B. 研究方法 

 本研究に使用している実験方法は定性分析である。この研究は 2016 年

7 月から 2016 年 12 月までジャカルタ国立大学で行った。対象は Back To 

The 戦国の脚本である。研究の道具は表を用いる。本研究の手順は次のよ

うに下位である。 

 研究対象を決定する。 

 Back To The 戦国の脚本にある行為拘束型を探す。 

 Back To The 戦国の脚本に見つかった行為拘束型を分類する。 

 行為拘束型の機能を分析して、Back To The 戦国の脚本にど

んな対人関係重視の原則(Principle of Politness)があるのか分

析する。 

 結論する。 

C. 研究結果分析 

本研究では、行為拘束型の機能的なは 15 個が見つかった。それは提供

A(2), 提供 B(4), 約束(1), 誓い(2), 挺身(2), 意図(4), 賭け(-), 請負(-)。 
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データの表 

番 行為拘束型の機能 データの番 

１ 提供 A 3,12 

２ 提供 B 2,6,10,13 

３ 約束 9 

４ 誓い 5,14 

５ 挺身 1,7 

６ 意図  4,8,11,15 

７ 賭け - 

８ 請負  - 

 

そのデータを見れば、Back To The 戦国の脚本の中に行為拘束型の８機能

から６機能だけに使われた。 

D. おわりに 

 上記から分析で劇団 EN 塾の Back To The 戦国の脚本「作者：甲斐切清

子」における行為拘束型の機能は６機能だけに使われる。言葉が基本的

に人間の社会行動の一部である以上、言語表現の中には、対人関係や社

会関係の機能にかかわる要因が何らかの形で反映されている。丁寧さや

対人関係を考慮にいれた直接てき、間接的発話行為の現象は、このよう

な言語社会的な要因を反映する言語現象の一部として無視できない。 
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